
,ない         ,
核
兵
器
全
面
禁
止
は
世
界
の
ゆ
る
ぎ
な
い
流
れ
に

昨
年
１２
月
、
第
“
回
国
連
総
会
は
、
核
軍
縮
に
関
す
る
決
議
を
相
次
い
で
採
択
し
ま
し
た
。

核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど

の
提
案
が
、
賛
成
１
３
０
、
反
対
郎
、
棄
権
器
と
、
圧
倒
的
多
数

の
支
持
を
得
ま
し
た
。
核
保
有
国
で
あ
る
中
国
や
北
朝
鮮
、
イ
ン

ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
も
賛
成
票
を
投
じ
ま
し
た
。

こ
の
事
実
は
、
ほ
ん
の

一
部
の
核
保
有
国
が
決
断
す
れ
ば
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
は
、
い
ま
す
ぐ
に
も
可
能
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
４
月
∞
日
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
で
次
回
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
向
け
た
最
初
の
準
備
委
員
会
が
開
か
れ
、
年
内
に
は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
中
東
非
核
兵
器
地
帯
に
つ
い
て
の
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
に
む
け
て
さ
ら
に
大
き
な
前
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「核
の
傘
」
は
い
ら
な
い
…

日
本
原
水
協
は
、
日
本
政
府
に
対
し
、
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
を
提
唱
す

る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の

「核
の
傘
」
か
ら
離
脱
し
、
核
密
約
を
す
べ
て
破
棄

し
、
「非
核
三
原
則
」
を
厳
守
す
る
よ
う
再
三
求
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
、
日
本
が
提
案
し
採
択
さ
れ
た
決
議
に
は

「核
兵
器
禁
止
」

と
い
う
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
提
案
に
も

「段
階
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
棄
権
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
の
先
頭
に
立
て
な
い
で
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ

の
核
兵
器
や
核
戦
略
に
、
日
本
の
平
和
や
安
全
を
頼

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
国
民
の
願
い
は
、
日
本
が
被
爆
国
と
し
て
、
平
和
憲
法
と

「非
核

三
原
則
」
を
持
つ
国
に
ふ
さ
わ
し
く
、
核
兵
器
禁
止
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と

る
こ
と
で
す
。
「核
の
傘
」
を
や
め
さ
せ
、
非
核
平
和
へ
日
本
を
変
え
ま
し

よ
いつ
。

あ
な
た
の
署
名
が
国
際
政
治
を
動
か
し
ま
す

昨
年
２
月
、
活
基
文
国
連
事
務
総
長
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
、
国
内
外
の

多
く
の
著
名
な
方
々
の
賛
同
を
得
て
ス
タ
ー
ト
し
た

「核
兵
器
全
面
禁
止
の

ア
ピ
ー
ル
」
署
名
は
、
大
震
災
と
原
発
事
故
が
起
こ
る
中
で
も
全
国
各
地
で

と
り
く
ま
れ
、
１０
月
に
は
国
連
総
会
第
１
委
員
会
に
自
治
体
首
長
の
７
６
６

人
を
含
む
１
０
２
万
９
０
３
１
人
分
の
署
名
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
、
歴
史
の
ベ
ー
ジ
を
開
く
の
は
、
そ
の
た
め
に
努

力
す
る
多
く
の
国
の
政
府
と
私
た
ち
市
民
社
会
の
草
の
根
の
行
動
で
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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